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3-2　安心・安全のための水道システムの充実

 

長期目標 計画期間目標 

安心・安全のための水道システムの充実 水質リスクへの対応強化 

【現状】 

 水道水は、水質基準項目に対し常時監視可能な項目が少なく、手分析による水質検査には時

間を要し、検査頻度も限られるため、安全性の確保を水質検査だけで担保することには限界

があります。 

 そうした観点から統合的アプローチによる「水安全計画」を策定・運用し、原水から給水に

至るまでの一貫した水質管理の徹底が必要であり、府営水道エリアにおいても水安全計画の

策定・運用が進められています(府営水道含む 7 事業体(R3.3 末現在))。(資料 3-2-1） 

 水質検査体制については、府営水道では、水質管理業務の重要性に鑑み、適切に検査機器を

整備し充実した自己検査体制を確立させ、きめ細やかな水質検査を実施していますが、水質

基準項目（51 項目）のうち代表的な１０項目程度を自己検査できるのは２市町に限られてお

り、多くを府営水道又は登録検査機関に委託しています。 

【課題・論点】 

 水源水質の危害要素は多様化しており（気候変動に伴う生物・水質変化や濁度急上昇、汚染

物質の流達による水質汚染事故など）、水道水への様々なリスクへの対策が必要です。 

 また、住民のニーズは、水の確保や公衆衛生の向上からおいしさ等の品質に変化してきてお

り、高度化したニーズへの対応が求められ、将来にわたって安心・安全な水道水を安定的に

届けるためには、水道水の信頼性を一層高める品質管理の強化が必要です。 

 水質検査については、委託している場合には結果が出るまでに時間を要したり、水質事故等

非常時に迅速な検査が行えない可能性があります。 

【府営水道エリアの目指すべき方策】 

 府営水道(用水供給)と受水市町(末端給水)の水安全計画との整合が図られ一貫性のある計

画となるよう、受水市町と連携しながら策定・見直し検討を行うとともに、受水市町と連携

したきめ細やかな水質モニタリング体制の検討など水源から給水栓に至る一体的な水道水

の品質管理に取り組むことで、常に信頼性の高い水道水の供給を目指します。 

 引き続き、府営水道では、受水市町と連携しながら、水質検査受託・水質検査に係る技術研

修等に取り組みます。さらに、水質事故等非常時の迅速な臨時検査や水質管理における技術

的課題等の解決に向けて、必要に応じて府営水道に加えて京都市等からの支援を受けるな

ど、常に信頼性の高い水道水の供給を目指します。 

【府営水道の取組】 

 水の安全性を一層高いレベルで確保するため、蓄積してきた技術力を活かし、有識者等から

の助言も得ながら、水質管理を強化していきます。（資料 3-2-4） 

 異臭味に対しては、迅速にあらゆる対策を講じるなど品質向上に努めていますが、引き続き、

府営水道が抱える水源水質リスクへの対策について、浄水場の機能改善の必要性や最新の水

処理技術・水質測定機器の導入等の検討を行います。特に、異臭味リスク等が高まっている

木津浄水場では高度浄水処理導入※に向けた取組を進めます。(資料 3-2-5） 

※粉末活性炭処理、粒状活性炭処理、オゾン処理、生物処理の一つまたは複数を通常の浄水処理に組み合わせた 

浄水処理 

 広域的関連事業体等との連携及び受水市町との連絡体制整備や一層の情報共有を図ります。 

２ 安心・安全のための水道システムの充実 

＜府営水道における水源水質リスク対策の取組実績（資料 3-2-2、3）＞ 
 

【ハード面】○３浄水場すべてのろ過池改造（クリプトスポリジウム等対策） 【ソフト面】○水安全計画の策定・運用 

○放射性物質検査機器によるモニタリングの強化              ○水源調査（水質検査等） 

○原水段階での油臭センサーによる油臭測定                ○関係機関との情報共有 

○連続臭気監視装置・毒物監視装置（魚類）による臭気・毒物確認 

○酸剤（炭酸ガス）注入設備の設置（pH 調整による効果的な凝集沈殿処理） 
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＜府営水道 市町への供給水（分水点）の水質基準不適合率＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［資料 3-2-1 京都府営水道 水安全計画］ 

 

令和３年度
（実績） 令和９年度 令和１４年度

水質基準不適合率 （水質基準不適合回数／全検査回数）×100 0% 0% 0%

算 定 式
目　標　値

［資料 3-2-2 府営水道における水源水質リスク対策（ハード面）］ 
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保津小橋

（大阪広域
　水道企業団）
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